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１．はじめに 

 

わが国では地方行政の構造改革の一環として全国各

地で市町村合併が進められている。市町村合併により、

生活圏広域化への対応、地域資源の活用などの様々な面

での効率化を行うことで、高次な社会資本、都市機能の

享受が少ない負担で可能になることが期待できる。こう

した市町村合併のメリットを発揮するための条件とし

て、合併する地域間において交流が活発に行われること

が必要不可欠であると考えられる。市町村合併に伴って

作成される新市建設計画等では、交通流動の現状に関す

る記述がみられ、その枠組みで合併することの意義を述

べている。 

ところが、こうした市町村合併の枠組みを検討する際

に、交通流動の状況が必ずしも的確に把握・評価されて

いないことが考えられる。たとえば、藤村らによるアン

ケート調査では、市町村合併に伴う交通に関する意識は

低く、他の要因により合併の枠組みが決定されている現

状が指摘されている１）。 

そこで本研究では、交通流動の様子に基づいてソシオ

メトリーによる集団構成分析を行う。その結果と現在進

められている合併枠組みとの比較検討し、今後の市町村

合併のあり方について考察することを目的とする。 

 

２. ソシオメトリーによる集団構成分析 

 

(１)ソシオメトリーとは 

ソシオメトリーとは、様々な社会現象を数量的に測

定・記述する手法のひとつであり、集団構成を記述する

ことに用いられる。Morenoによって1930年代に提唱さ

れた分析方法であり、心理学や社会学、教育学などに幅

広く応用され、派生した手法も数多くある２）。具体的に

は、集団における相互の感情や行動を観察して行列式に

まとめ、これをソシオグラムと呼ばれる定向グラフで示

す。教育学分野での研究事例としては、田中が教育指導

に用いる方法について体系化するとともに実践例を紹

介している。学生 25 人の人間関係をソシオグラムによ

り示した例を図－１に示す。実線は選択関係、破線は排

斥関係を示しており、□印は男性、○印は女性である。

この図により多くの学生（男女含む）が中心下位集団Ｇ

に含まれるが、これに属さない学生が存在することがわ

かる。特に、男性 10 は声をかけられても集団に属そう

としておらず、女性 23 は周囲に一方的に声をかけて孤

立している様子が示されている３）。 

図－１ ソシオメトリーによる集団分析事例 

 

このように、ソシオメトリーは独立した主体間の集団

構造を客観的かつ直感的に示すことができる。独立して

意志決定できる市町村同士が合併をする現象について、

交通流動に関するデータを用いてソシオグラフを作成

し関係を表現することは、交通流動の現状と実際の合併

パターンとの関連性を調べる本研究の目的において、有

意義であると考える。 

 

（２）本研究における計算方法 

ソシオメトリーは入力するマトリックスが決定され

れば、計算結果は一意的に決定される。そのため、交流

状況を表現するためのデータにどのようなものを用い

るかが重要となる。ソシオメトリーを考案した Moreno

は精神医学者であり、人間関係の構成を記述し治療の糸

口とすることを目的としていたことから、交流状況の把

握は、観察法、質問紙法、面接法等々に依っている。筆

者らは、地域連携の指標や災害時の医療機関連携のため

の指標としてソシオメトリーを用いることを検討して

きたが４），５）、それぞれの研究目的に合った交流状況を表
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現するための工夫が必要である。 

交通流動のデータとしては様々なものが考えられる

が、市町村合併推進の理由として居住者の生活圏の拡大

等が挙げられていることから、通勤・通学人数を用いて

各地域間の移動率を求めて集団構造分析を行うことに

する。図－２に本研究における計算フローを示す。 

まず通勤・通学データから移動マトリックス表を作成

し、式（１）を用いて総移動率を求め、総移動率表を作

成する。 
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ここで、Mij：地域iから地域jへの移動量 

Mji：地域jから地域iへの移動量 

Pi ：地域iの通勤・通学人口 

 

総移動率に対して任意の値α％以上なら｢交流があ

る｣と判断して行列Aに「１」を記入し、α％未満なら｢０｣

を記入して隣接行列を作成する。このαを本研究では集

団構成係数αと呼ぶことにする。集団構成係数αを大き

くしていけば、移動係数の小さな関係はすべて「交流な

し」と判定され、最終的には集団構成は行われなくなる。

逆に、αを小さくしていけば、最終的には対象のほとん

どすべてが含まれた巨大な集団が構成されることにな

る。すなわち、出力される集団数を集団の大きさを変化

させることのできる変数であり、本研究の目的である市

町村合併の現状との比較をするための適切な値を設定

することが必要となろう。 

隣接行列を作成したあとは、フローに基づいて行列式

の計算を行う。最後に、凝縮グラフと呼ばれる集団構造

を図示したグラフを作成し、実際に取り組まれている合

併の状況との比較、検討を行い考察する。 

 

３．北陸３県への適用結果 

 

（１）適用対象 

本研究では大都市による一点集中が顕著に見られず

交流の状況が把握しやすいと考えられる北陸三県（富山

県、石川県、福井県）を対象地域として取り上げ、分析

を行った。データはいわゆる平成の大合併が始まる以前

の1995年国勢調査のものを用いた。 

集団構成係数αは、10％として計算した。これは、対

象地域全市町村の移動率の平均が３％程度であり、移動

率が 10％を越えていれば比較的高い交流があると考え

たからである。 

（ⅰ）移動マトリクス表 

（ⅱ）総移動率 

（ⅲ）隣接行列 

（ⅴ）到達行列 

（ⅵ）連結行列 

（ⅶ）集団Ｇの決定 

（ⅳ）交流グラフ 

移動率の算出 

Ｍi≧αならば1 

Ｍi＜αならば０ 

Ｒ＝(Ｉ+Ａ)ｎ＃ 

1)rij  or rji  =1 のとき Ｃ＝Ｒ+Ｒ’+1 
2)rijとrjiともに０のとき Ｃ＝０ 

cijを強連結ごとに並べ替える 

(ⅷ）凝縮行列、凝縮グラフ 

図－２ 本研究の計算フロー 

  

（２）計算結果 

計算過程により北陸三県全市町村で集団構造分析を

行い、連結行列を並べ替えた結果、得られた市町村集団

の構成を表－１に示す。ここでは、富山県の状況を取り

上げて考察する。 

図－３に、富山県における集団構造を示したソシオグ

ラムを示す。これを見ると、Ｓ６（富山市）を中心とし

て東西に大きく分けられることがわかる。Ｓ２～Ｓ１２

の市町村は、すべてＳ６に対して一方通行の矢印が伸び

ていることがわかる。集団Ｇ１～Ｇ４の様子を見てみる

と、それぞれの集団からも矢印が伸びていることがわか

る。たとえば、

Ｇ１は、周辺の

Ｓ１とＳ２から

の矢印があるが、

Ｓ６に向かって

矢印が伸びてい

る。同じくＧ２

～４についても、

Ｓ６（富山市）、

Ｓ15（高岡市）、

Ｓ19（砺波市）

G1
滑川市、黒部市、魚津
市、入善町、朝日町

G2 大門町、大島町

G3 庄川町、井波町

G4 福野町、福光町

G5 松任市、野々市町

G6 七塚町、宇ノ気町

G7 能都町、内浦町

G8 武生市、鯖江市

G9 三国町、芦原町、金津町

G10 三方町、美浜町

表－１ 構成された市町村集団
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図－３ 富山県のソシオグラム（α＝10％） 

に対して矢印が伸びている。以上の結果より、富山県で

形成されたＧ１～４の４集団自体には通勤・通学者を多

く引きつける力はなく、大都市周辺の市町村が相互にま

とまった形になっていると解釈できる。なお、山間地で

他市町村への通勤・通学が少ないＳ22～Ｓ24は、ソシオ

グラムでは孤立をしている状況で表現されている。 

図－４では富山県における市町村集団を色付けした。

太線で区切られた地域は、合併特例の期限が切れる2005

年春に向けて合併協議が大詰めを迎えていた2004年11

月に進められていた協議会、新たに合併した市町村集団、

もしくは協議会途中で解散してしまった市町村集団を

示している。 

まず、Ｇ１は県西部の５市町で集団構成されたが、実

際にはＧ１の３市町に宇奈月町が加わった枠組みで話

し合いが行われるなど難航し、結局、黒部市と宇奈月町

の合併を目指して協議が続いている。Ｇ２は富山県西部

の町同士のグループであるが、Ｇ２を含んだ５市町村で

射水市としての合併準備が進んでいる。Ｇ３は井波町と

庄川町によって構成されているが、実際には荘川町は砺

波市に、井波町は新設された南砺市となった。Ｇ４を構

図－４ 富山県における合併の現状と分析結果



成している２町は、他の町村とともに南砺市を構成して

いる。 

また、富山市周辺の町村のほとんどが富山市に向かっ

て流動があり、富山市を中心とした地域による合併は

2005年３月に実現している。このような「人気者」の都

市が周辺とともに合併する様子は、凝縮行列において弱

連結として表現されるが、ソシオメトリーでは相互の関

係が重視されるため、集団は構成されない。同様に高岡

市も隣接する福岡町との合併を予定しているが、ソシオ

メトリーによる集団とはなっていない。 

 

（３）集団構成と市町村合併との関連 

 表－１に示した集団構成と実際の合併の様子をあわ

せて分類すれば、次のようにまとめられる。 

１）一致パターン（Ｇ２，Ｇ４，Ｇ６，Ｇ７） 

ソシオメトリーによるグループおよび周辺自治体を

含むグループで市町村合併が行われている場合である。 

２）分割パターン（Ｇ１，Ｇ３，Ｇ５，Ｇ８，Ｇ９，Ｇ

10） 

ソシオメトリーにおけるグルーピングが分割されて

別々の枠組みで合併が行われている場合である。 

３）中心パターン 

中心となる市町村があって周辺を引きつけて合併す

る場合。ソシオグラムや凝縮行列で確認することはでき

るが、集団としては表現されない。富山県内でいえば、

富山地域合併協議会（新富山市）や高岡・福岡合併協議

会（新高岡市）などが相当する。 

 

以上の通り、必ずしも交流の活発な市町村同士が合併

しているのではない様子が見て取れる。特に、分割パタ

ーンが多く見られる原因としては、市町村の人口等が似

通っている場合が多く、合併協議の中で庁舎の位置等で

話し合いが付かないケースが多いものと推察される。し

かし、交通流動が相互に多い市町村は市民の生活圏が重

なっていると解釈でき、このような現状を正しく把握し

て合併の枠組みを決定していく作業は重要と考えられ

る。 

 

（４）集団構成係数αを５％にした場合 

 集団構成係数αを５％にした場合のソシオグラムを

図－５に示す。αの値を小さくしたことで、富山市を含

む県東部の 12 市町村がＧ’１として、県西部の高岡市を

含む14市町村がＧ’２として、集団構成されるに至った。

Ｇ’１は、周辺のＳ’１～５およびＧ’２も含めて、流動を

集めている一方で、Ｇ’２はＫ（金沢市）に向かっても流

動がある。Ｇ’３は、平村と上平村による山間地における

村同士の集団であるが、Ｓ’７とともに他とのつながりは

みられず孤立した集団として表現されている。このよう

に、集団構成係数αを５％として分析すると、現在行わ

れている市町村合併の枠組みと合わせて考えるために

は集団が大きすぎるが、富山県全体の様子を把握するた

めには、表現がシンプルであり有用であろう。 

 

５．結論 

 

本研究では、ソシオメトリーを用いて交通流動と市町

村合併枠組みの様子を図示し比較することを提案した。

提案した方法は今後の枠組みを考える際の交通流動の

現状を表現するためのツールとして活用できると考え

られる。また、市町村合併には様々な要因が絡むが、交

流を示す他の指標も行列式として入力できれば、ソシオ

メトリーによる集団構成分析が可能となる。 

なお、ソシオメトリーには、構成された集団の「結び

つきの程度」を表す指標がいくつか提案されている。こ

うした指標を用いて、交流の状況を把握することで議論

を深められると考えられる。 
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